
 
 

 

 

実践から学び、考える 

 
サロンや見守り等の小地域福祉活動、ボランティアグループや当事者団体の組織化、福祉教育、ソーシャルア

クション…。社協の地域福祉活動であるコミュニティワークの展開や仕掛けには、様々な方法や切り口があり、

地域によってもその取り組みは様々です。 

 同じ社協ワーカーの実践や思い、また悩みに触れることで、考えさせられること、学ぶことが多くあるもので

す。この研修では社協ワーカーの実践報告を通し、社協・コミュニティワークを高めていきたいと、2012年度

地職連の研修事業として、本研修会を 4回シリーズで実施してきました。 

こうした市町村社協のコミュニティワーク実践を積み上げていく機会でもある本研修会を今後も継続してい

きたいと考え、そのきっかけとして 3 月に追加講座を開催することになりました。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

■と き ３月 16 日（土）14:00～17:00 ※受付は 13:30～ 

■会 場 クローバープラザ ５０２研修室 

（〒816-0804 春日市原町 3 丁目 1 番 7 号） 

■参加費 無料 

■対象者 社会福祉協議会の地域福祉担当職員、研究者等 

■実践報告の内容／「子どもたちの福祉活動から、福祉教育を考える」 

  ●発表者 宇都宮慎吾さん（北九州市八幡西区社会福祉協議会） 

福祉教育と言いながらも、社協職員からの一方通行な押し付けや、その場限りの学習にとどまって

しまっていることもあるかも…。小学生を対象とした福祉教育の実践報告をもとに、社協ワーカー

の視点から福祉教育を考えます。 
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■コメンテーター／村山浩一郎先生 

 公立大学法人 福岡県立大学 人間社会学部 社会福祉学科准教授。主な研究テーマは、地域福祉を推進するた

めの様々な実践や方法についての研究。 

氏は地域福祉を「児童福祉や高齢者福祉などの対象者別の福祉分野ではなく、地域住民が主体となり、行政や

専門職と協働しながら、援助を必要とする人を地域で支えたり、地域の共通課題の解決に取り組んだりする、地

域を基盤とした福祉実践」と捉えており、具体的には、住民による小地域福祉活動、福祉ＮＰＯ、コミュニティ

ワーク、地域福祉計画など、地域福祉を推進するための住民活動、援助技術、計画・政策などについて研究を行

っておられます。 

 

■主催／福岡県地域福祉活動職員連絡会 （Mail f_chishokuren@yahoo.co.jp）  

■申込み・問合せ／筑後市社会福祉協議会（〒833-0032 福岡県筑後市野町 680－1） 

           TEL （0942）52－3969  FAX （0942）53－6677 

 Mail urabe@chikugo-shakyo.or.jp 

 

「実践から学び考えるコミュニティワーク研究会」参加申込み書 

社協名  

住 所  

電話番号  FAX 番号  

 

 氏 名 性別 経験年数 担当役職 

例 地職連 太郎 男 5 年 地域福祉活動 

１     

２     

３     

 

０９４２（５３）６６７７（筑後市社協）に FAX でお申し込みください。 

※送付文書は必要ありません。 


